
発行月：2023年 11月 
発 行：真宗大谷派  辻徳法寺 
 

報恩
ほうおん

の生活 

              海 法龍 

 

ご恩
おん

を感じるのはなぜか。それは、教えに生きている師
し

や友に出遇い、教えの功徳
く ど く

、法をこ

の身に受けた喜びがあるからでしょう。親鸞聖人はそれを「報恩謝
ほうおんしゃ

得
とく

」と示されました。「南無
な む

阿弥陀仏
あ み だ ぶ つ

」の徳、功徳
く ど く

をいただくところに開かれてくる利益
り や く

が「謝
しゃ

得
とく

」です。それは、教えの

徳への感謝であると共に、「謝
あやま

りを感じる」ということでもあります。 

正しいとは言えない私なのに、いつでも自分の正しさに無意識に立っている姿が言い当てら

れ、自然に深く頭が下がり、「謝
あやま

っていた・誤
あやま

っていた・間違っていた」という罪深い愚か

な私を実感せしめられるのです。自分の考えていることは絶対に正しいとは言い切れないのに、

日常生活の中で無意識にそこに立ち位置にしている私が、教えの光に照らし出され、謝
あやま

りを

感じせしめられるのです。それが報恩
ほうおん

という感覚であり、報恩
ほうおん

の生活なのです。 

「恩
おん

」という文字の上部は、敷物
しきもの

を表す「口」に「人」が寝ている姿から、「因」という形

になっています。その下に「心」で「恩」です。意味は病気で寝ている人をお見舞いする心で

す。その心は早く病が治ることを願った悲しみの心です。蓮如
れんにょ

上人
しょうにん

は、人間の存在の病
やまい

を無明
むみょう

とおっしゃいました。私たちは自分の姿が見えていないという病
やまい

を抱えているのです。です

から私たちは、いつでもどこでも誰でも、自分の本来の姿に目覚めて欲しいと、如来
にょらい

大悲
だ い ひ

のお

見舞いを受けているのです。 
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実は、阿弥陀
あ み だ

という言葉も、如来
にょらい

という言葉も、無
む

等
とう

等
どう

という言葉も、根っこはこの大悲
だ い ひ

な

のです。如来
にょらい

の大いなる悲しみ。人間の在
あ

り方を傷
いた

む如来の中から、「南無阿弥陀仏」が生ま

れてきました。その教えに師
し

主
しゅ

知識
ち し き

（教えに導いてくださった方々）を通して出遇い、そして

今度は私たちの中に、悲しみ傷
いた

む心が起こってきます。それを親鸞
しんらん

聖人
しょうにん

は「誠
まこと

に知りぬ。悲

しきかな、愚禿鸞
ぐとくらん

、愛欲
あいよく

の広海
こうかい

に沈没し、名利
みょうり

の太
たい

山
せん

に迷惑して（中略）恥
は

ずべし、痛
いた

むべし」

（教
きょう

行
ぎょう

信証
しんしょう

）と述懐
じゅっかい

されています。「恥
は

ずべし、傷
いた

むべし」というしかない自分自身に出遇

い、そのことを恩
おん

徳
どく

としていただかれました。それは決して暗い世界ではありません。如来
にょらい

大悲
だ い ひ

に照らされた世界は明るいのです。 

真宗
しんしゅう

の教えに生きた先祖、先輩方は、そういう世界に出遇えた歓喜
か ん き

と謝
しゃ

念
ねん

と慙愧
ざ ん き

の中で、

何よりも大切な仏事として報恩講
ほうおんこう

を勤め、伝えていかれたのです。 

（『報恩の生活』） 

 

 

この「徳
とく

朋
ほう

」は仏教を拠
よ

り所としている方々の言葉に直
じか

に触れ、この身で感じる事を願いとして

毎月作成しています。多少難しい表現もあるかと思いますが、気にせずご家族で読んでみて下さ

い。※過去のものを含めお寺のホームページでも読むこともできます。

ご恩に報いると書いて報恩です。仏教に出会い、何も分かっていない恥ずかしい自分

に気付いていくことが大切です。そしてその都度歩みを正していく事が報恩の生活では

ないかと思います。（哲弘 拝） 

 


